
受付No.   2026年度 アートによる地域振興助成（研修助成）

*「研修助成」は当財団の助成を受けたことのある団体に所属する個⼈向けのものです。

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜研修者の所属団体プロフィール＞

団体名 ⼀般社団法⼈Reborn-Art Festival

住所 〒986-2353 宮城県⽯巻市桃浦ウトキ

団体区分 ⼀般社団法⼈ スタッフ数 8 名
代表者⽒名（カナ） オカ ジュンペイ

役職 代表理事 年代 30代前半
代表者⽒名 岡 純平

団体URL1 https://www.reborn-art-fes.jp

団体URL2 https://www.instagram.com/rebornartfestival/

※助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の情報を⼊⼒してください。研修を受ける⼈とは別に実務担当者がいる場合はこちらに記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） オカ ジュンペイ
役職 代表理事 年代 30代前半

申請者⽒名 岡 純平

連絡先 e-mail oka@reborn-art-fes.jp 電話番号 080-1825-0055

住所
（書類の送付先）

同上

＜研修者の略歴＞ ※専⾨教育や職歴、アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） オカ ジュンペイ
役職/肩書 代表理事 年代 30代前半

⽒名 岡 純平

年（⻄暦） ⽉ 略歴

2021年8⽉ Reborn-Art Festival2021-22(前期)アルバイトスタッフ
2022年2⽉ ⼀般社団法⼈Reborn-Art Festival⼊社
2022年8⽉ Reborn-Art Festival2021-22(後期)総務、事務、広報

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

2021年度    

＜その他の研修対象者＞

⽒名 年代 所属団体での役割 研修で予定している学びの内容

⼟橋剛伸 60代前
半

理事 本研修では、芸術祭を単発のイベントで終わらせず、地域に根づいた⽂化事業とし
て継続していくための運営知を学ぶ。具体的には、他芸術祭などの先⾏事例を通じ
て、拠点施設や常設作品を活かした年間運営モデル、教育・観光との連携による
来訪者創出、地域住⺠・⾏政・事業者・アーティストの協働体制づくり、経済⾯お
よび事業継続性の確保などを学ぶ。また、持続的なマネジメントを⽀える広報・⼈
材育成・ボランティア活⽤にも理解を深め、⽯巻における実践へ還元することを⽬指
す。



＜研修の⽬的と意義＞

1. 研修の⽬的と意義

あなたが関わるプロ
ジェクトの概要とゴー
ルイメージ

Reborn-Art Festivalは2017年の初開催以降、アート・⾷・⾳楽を通じて震災からの再⽣と地域の魅⼒発信に取り組んでき
た。しかし、次回の⼤規模な本祭開催が未定であり、地域に残された拠点施設や常設作品を⼗分に活⽤できていないことが
課題となっている。本プロジェクトでは、他地域の成功事例を参照しながら、芸術祭を単発のイベントではなく「地域が主体と
なって継続的に運営する⽂化事業」へ転換するための知⾒を習得する。拠点施設の活⽤、常設作品や地域の⽂化施設を
軸としたツアー造成、教育・観光との連携を視野に⼊れ、⽯巻全体で芸術祭を育む体制づくりを⽬指す。最終的には、アート
を核にした持続的な地域の魅⼒づくりを実現し、⽯巻が「⽇常でアートを体験できる地域」へ発展する未来像を描く。

現状分析と課題設
定（今回の申請に
⾄った経緯や背景、
⾃⾝のプロジェクトの
定量・定性的な評価
に基づいた課題意
識）

Reborn-Art Festivalは2017年の初開催以降、震災からの再⽣と地域の魅⼒発信を⽬的に複数回の本祭を実施し、国内外から多くの
来訪者を呼び込んできた。また、Reborn-Art STAND、もものうらビレッジ、FERMENTOなどの拠点施設や常設作品の整備、学⽣ツアー
や⼩規模展⽰などの取り組みにより、芸術祭の理念を⽇常へと広げる兆しも⽣まれている。⼀⽅で、次回本祭の開催⽬処が⽴たない
中、作品や拠点の維持・活⽤、関係⼈⼝の拡⼤、観光・教育との連携、地域住⺠や事業者が主体的に関わる仕組みづくりなど、芸術
祭を持続させるための体制整備が⼗分ではないことが課題となっている。従来の「⼤規模本祭依存型」の運営から脱却し、地域主導で
継続的に⽂化と観光を⽣み出すモデルへの転換が急務であり、他地域の成功事例から学ぶ必要性を強く感じている。

課題を受けての⼤⽅
針（課題解決の⽅
向性）、研修助成
で学びたいこと

本助成により、従来の本祭依存型の運営から脱却し、地域が主体となって芸術祭を持続させるための知⾒と実践モデルを獲得
したい。具体的には、他地域の先⾏事例に学び、拠点施設・常設作品を核として年間を通じて来訪・体験の機会を⽣み出す
仕組み、教育機関・観光事業者・地域住⺠・⾏政など多主体が関わり続けられる協働体制、そして⽂化事業の継続性を⽀え
る収益・PR・⼈材育成の仕組みを習得することを⽬指す。また、単発イベントとしての「⼀過性の動員」ではなく、地域住⺠や来
訪者が継続的に関わる「関係⼈⼝の循環」を促すプログラム設計の⽅法も学びたい。これらの学びを⽯巻に還元し、芸術祭
が“会期があるときだけ存在するもの”ではなく、⽇常の中で体験できる⽂化と魅⼒として根づく体制づくりへつなげたい。

2. プロジェクトの中⻑期計画

 今回の研修を経て、プロジェクトが⽬指すゴールイメージへのステップを「活動内容」にお書きください。（現時点の状況で構いません）

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2026年11⽉ 他地域の成功事例調査の成果をもとに、地域住⺠・⾃治体・観光事業者・教育機関が継続的に関わるReborn-Art Festival⽯巻実⾏委員会を中⼼に拠点
施設・常設作品の活⽤⽅針を再整理し、年間で運営可能な企画モデル（ツアー、教育プログラム、⾷イベント、⼩規模展⽰等）を試験的に実施する。

2027年4⽉ 試⾏運⽤を通じて得られた成果と課題を改善し、通年で来訪・関与の機会を創出できる運営モデルへと発展させる。拠点施設の管理・作品保全・
体験プログラムの提供・PR・⼈材育成等の仕組みを整備し、⽂化事業としての⾃⾛体制を構築する。

2028年4⽉ ⽯巻市⺠、地域事業者、教育機関、来訪者が継続的に関わり続ける循環型モデルを確⽴し、芸術祭を「会期があるときだけ存在するイベント」で
はなく、「⽇常の中で⽂化を体験できる地域ブランド」として定着させる。

3. この研修により、あなたが関わるプロジェクトにどのような効果がもたらされますか？

 達成したい⽬標を、定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）の観点を含めてお書きください。

本研修により、Reborn-Art Festivalの運営を⼤規模本祭中⼼から、地域主体で継続的に展開できる仕組みへと転換するため
の具体的な知⾒が得られると考えている。定性的な⽬標としては、①拠点施設・常設作品の維持管理および活⽤を継続的に
⾏える体制の構築、②地域住⺠・事業者・教育機関・⾏政・アーティストが役割を分担しながら協働するガバナンス体制の確
⽴、③市⺠や来訪者が芸術祭を「⼀過性のイベント」ではなく「⽇常の⽂化」として認識できる環境づくり、の３点を達成したい。
また、定量的な⽬標としては、研修終了後1年以内に、常設作品や拠点を活⽤したプログラムを実施する。さらに、教育機関・
観光事業者・地域事業者との連携企画を2年以内に2件以上創出し、地域内外からの継続的な参加者を増やすことを⽬標と
する。中期的には、関係⼈⼝の拡⼤を⾒据え、体験プログラム参加者にアンケートを取るなどの⽅法から、それらをデータ化し、平
均滞在時、⽇数や滞在中に使⽤した⾦額などをデータ収集し、年度ごとに更新できるような体制を⽬標とする。



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 1000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

旅費交通費 国内視察・研修に伴う移動費（航空機・新
幹線・バス・レンタカー等） 400千円

その他、諸経費 研修参加費・視察料・プログラム参加費など 200千円

謝⾦・委託費・⼈件費 現地専⾨家へのヒアリング・レクチャー謝⾦ 200千円

会議費・交際費 実施準備や連携調整のための打合せ・資料
作成費 50千円

広報宣伝費 研修成果の地域還元（報告書・web・配
布資料等） 100千円

その他、諸経費 予備費 50千円

合計 1000千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞

以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの
・事務所の家賃、⽔道光熱費など
・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの
・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊
・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出
・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦
・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬
・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合
・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

＜個⼈情報の取り扱いについて＞

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役職、住所・連絡先、電⼦メールアドレス、事業協
⼒者、プロジェクトメンバーの⽒名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として厳正に管理し、下記
の⽬的に限り利⽤します。
１）申請に対する選考及び選考結果の通知
２）助成決定後の諸⼿続きの連絡
３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）
４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡業務など）
５）当財団主催事業の案内


